人はなぜ生まれいかに生きるのか
江原啓之『人はなぜ生まれいかに生きるのか』平成6年12月吉日著　H7.1.21第1刷　を不思議なタイミングで図書館で借りることになり、結構感動もしたのですが、少し調べたいことがあって、ネットも使って検証していくと、江原さんに関するいろいろな情報が入ってきて、最終的には江原さんが引用している「シルバーバーチの霊訓」に戻らざるを得なくなりました。「シルバーバーチの霊訓」は数年前にネットで出会い、大変感動して大事な家族や友人にお知らせメールを送った記憶があります。いわばここ数年の「スピリチュアリズム」への原点回帰を促されたのだと今の今、気づきました。

今日、ＵＰの日は事務所移転、満10周年記念日です。

「シルバーバーチの霊訓」とは

・地上人類の霊的成長のためにもたらされた霊的真理
・霊界通信（チャネリング）という手段を通じて地上に届けられた。
・霊界通信にはピンからキリまであるが、その中で信頼に足るものとして『シルバーバーチの霊訓』（1920年にイギリス人青年モーリス・バーバネル （1902-1981) （当時18歳）に憑依）、
『霊訓』(モーゼス)、
『霊の書』(アラン・カルデック)を「三大霊訓」と呼ぶ。

・『シルバーバーチの霊訓』は60年間にも及び､人類史上､スケールの大きさ､内容の深さ､分かりやすさ､正確さ、という点で他を圧倒。
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１．スピリチュアリズムと他の宗教との根本的違い……　　　　　　　　主役は霊界の高級霊・すべては霊界から 

（１）超宗教
・地上の宗教を超越した宗教、宗教であって宗教ではない。

・神と霊の存在・死後の世界が大前提
・霊界人の間で常識となっている信仰意識と信仰生活をそのまま地上にもたらそうとするもの。
（２）他の教理宗教との外見上の違い 

・「スピリチュアリズム」は「霊界の高級霊達から」始まった。

・高級霊達からの地球人類救済運動
・そのため､特定の一人の教祖はいない。
（３）真理と地上の宗教の教義の違い 

・スピリチュアリズムと従来の宗教に共通する「霊的真理」は、
内容は同じであっても表現の仕方がかなり違っている。

・現代人の霊的進化の程度や知性に応じて理解しやすく説いている。
・新しい霊的知識は高級霊界で審議され、今の時代に必要と判断されたものだけが示される。

（４）霊界通信 

・一般的に行われている霊界通信のほとんど(90％以上)が、このような霊達（未熟霊・低級霊・新参霊）からのもの。
・そうした霊達からの有益な教訓やメッセージは決してない。
・優れた通信霊（高級霊）によるものでないかぎり、人類全体にとって本当に価値のある知識や教訓を得ることはできない｡

２．超宗教としてのスピリチュアリズムの概要 

（１）霊的真理を土台とした信仰的生き方 
・信仰の土台とする霊的知識とは、「霊魂観」についての知識。
・従来の心霊実験・交霊会の歴史を通じて実証された事実
・「人間は死んでも霊として生き続ける」(魂は生きどおし､輪廻転生)
・「人間は死後、霊界において生活する」(霊界｡臨死体験・幽体離脱）
・「霊は､地上の霊媒を通じて働きかけ通信を送ることができる」
(インスピレーション､啓示､自動筆記､交霊,チャネリング)
（２）思想の大原則 

・「霊優位主義・霊中心主義」
・人間観―人間を「霊的存在」と明確に定義。
人間は肉体をまとった霊（Spirit with body）。霊中心・本体は霊

・人生観－霊界こそが人間にとって本来の世界
・地上世界は、永遠の歩みの中のほんのわずかな一コマ。

・霊界での永遠的な生活に対し100年にも満たない地上人生は、旅行中のちょっとした逗留先のようなもの。仮の世界
・人生の目的－霊界という本来の世界へ行くための準備期間
・地上人生の目的は､霊界での生活に備えての訓練。
・地上世界で遭遇するさまざまな苦難や困難は当事者にとっては深刻な問題だが､それは霊界から見たときには取るに足りない小さな出来事。霊界での生活をより高めてくれる､ありがたい体験

・死生観－大半の地上人が最も恐れ、最大の不幸と考えるのは“死”だが､“死”は､本来の住処に帰って行く喜ばしい時であるとする。
・死を恐れるどころか､反対に歓迎する。人々は親族や知人との死別を悲しむが､本来は遺族においても喜びと希望の時として受入れる。

・霊的成長が何よりも重要であるのは、人間が神によって永遠に霊的成長する存在として創造されたから。
・人間は神によって分霊を付与され、神の子供としての資格を持つことになったが、それは永遠の霊的成長の道をたどるという宿命が与えられたことを意味する。だから地上人生の目的は「霊的成長」。
・人間は霊的成長を最優先して求める存在として造られている。
・霊的成長が人間にとって最も重要なものであるならば、霊的成長にプラスとなるのかマイナスとなるのかによって、すべての行為の価値が決定されることになる。
・霊的成長が価値判断の絶対基準となる。
・霊的成長に結びつかない地上世界での行為や出来事に対して価値を認めない。
・スピリチュアリズムが、大部分の地上人が必死になって追い求めている物質的財産や名誉・名声・地位・家柄などに全く価値を認めないのは、それらが霊的成長とは無関係であるばかりでなく、人間を霊的成長から遠ざけることにもなるから。
（３）最高の救い 

・スピリチュアリズムは霊的成長という最高の救いをもたらす。

・必ず訪れる死、そして必ず行くことになる霊界―
そこでの喜び・幸福に直結する「霊的成長」こそが、地上人類に与えられる“真の救い”に他ならない。
・スピリチュアリズムは、この本当の救いをもたらすことを目的として、霊界の高級霊達が総力を挙げて進めている大プロジェクト
（４）最終目的 

・霊界という高い別次元の世界から見ると、地球はまさに暗黒の境涯であることが分かる。
・地球は“霊的光”がほとんど届かない暗闇の世界
・霊界通信によれば、地球は無数の生命体が存在する惑星の中で、下から２番目に低い霊性の惑星であるという。(？)

・物質至上主義と利己主義が引き起こす地球上の悲劇

第１番目の悲劇は「戦争」。
第２番目の悲劇は「貧困・飢餓」。
第３番目の悲劇は「間違った宗教による霊的弊害」。
第４番目の悲劇は「心の危機」－霊的真理がないことによる「精神の堕落」や生きがいの喪失・絶望感
第５番目の悲劇は「動物虐待」と「環境破壊」。
第６番目の悲劇は「霊的未熟者による霊界の悲劇」。

・地球上の悲劇をなくして地球人類を救うことが、最終的な目的。
・「霊的真理」を地上にもたらし、地上を支配してきた物質中心主義を「霊中心主義」に､利己主義を「利他主義」に変えて、達成
・霊中心主義と利他主義が地球上に広まれば、地球人類の考え方・生き方は根本から変革するようになる。スピリチュアリズムは、霊的真理による「霊的革命・魂の革命」を興して地球人類を救おうとする史上最大のプロジェクト。
・これまでの地球の歴史上に存在したことのない素晴らしい世界を確立することも目的。
・「霊的真理」が地球上に普及し、真理を実行する地上人（真実の愛を実践する地上人）が増えるにともない、地球上に真実の愛による支配が拡大していく。
・すべての地球人類の間に魂と魂の深い結びつきが生まれるようになり、神を共通の霊的親とする「霊的大家族世界」が築かれる。
・世界中の人々が同じ霊的家族として、霊的同胞として愛し合う世界が地球上に到来することになる。

・スピリチュアリズムが最終的に目指している「霊的同胞世界」、神の愛による「霊的大家族世界」という理想の世界は、これまでの人間常識からは到底実現不可能のように思われるかもしれない。
・しかしこの計画を進める主役が何百億という高級霊である以上、遠い将来には必ず達成されることになる。
・「霊的同胞世界」という理想世界・地上天国は今後、何百年という期間をかけて徐々に実現していくことになる。
・21世紀の現在は、まさにその計画の第一歩を踏み出したところ
３．スピリチュアリズム的生き方の特徴 
（１）徹底した実践主義・努力主義　　　　――　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スピリチュアリズムとは、霊的真理を日常生活で実践すること 

・スピリチュアリズムは、徹底した「実践主義」
・霊的真理という一般の人々が知らない知識を手にしたことで、その人には他人にはない責任と義務が生じることになる。
・霊的真理にいち早く出会ったということは、それを真っ先に実行する義務が発生したということ。
・これが霊的真理を知ったことの意味。
・「魂の成長」は、日常生活での真理の実践を通じてのみ達成されるようになっている。実際の行為の大切さを繰り返し主張している。
・霊界にいる霊が、わざわざ地獄のような地上世界に再生するのは、物質世界で現実に物事を体験し、霊的真理にそった実践の努力によって自らの霊的成長をなすため。
・霊界ではできない地上世界ならではの体験と実践を求めて、敢えて再生という困難な道を選ぶ。
・１つ目の実践内容（行為）とは―｢霊主肉従の努力」
・２つ目の実践内容とは―｢利他的行為､すなわち無償のサービス」
・３つ目の実践内容とは―｢霊的真理の伝道」
・４つ目の実践内容とは―「地上人生の中で遭遇する苦しみ・困難に対して、カルマが消滅して霊的成長の道が促される、ありがたいチャンスとして受け入れる」
・したがって、苦しみに遭遇したときには、苦しみから逃れようとするのではなく、それを自分にとって必要なものとして堂々と受け止めることが大切。こうした姿勢は、霊的真理を知った者でなければとることはできない。霊的成長のためには、真理を拠りどころに苦しみに正しく対処することが不可欠。
・「地上世界は失敗から学び成長する所である」ということ。
・地上世界は霊界へ行く準備をする所であり、訓練場
・地上世界はさまざまな失敗から学び、その失敗を糧として成長する所として造られている。
・全く失敗をしない人ならば、地球上に生まれる必要はない。
・私達は失敗を恐れずに、自分の良心に照らして善かれと思うこと、人のためになると確信することを積極的に実行すべき。
・失敗を恐れて何もしないのは間違った生き方。
・何もしないということは、「何も善いことをしない」という利己的な生き方。霊的成長の道を、自ら放棄する愚かな歩み

（２）完璧な自己責任主義・自力救済主義 

・その後のことは、すべて地上人自身の意志に委ねられる。
・自分の責任でその後の人生を選択していかなければならない。
・即ち「霊的真理」によって示された最高の目標・正しい方向に向けて歩み出そうとするのか、あるいは手にした真理を無視してこれまで通りの生活を続けるのかを、自ら決めなければならない。
・スピリチュアリズムは、高い目標・真の救いに至る道を示す一方で、それをどのように活用するかは本人の意志に任せる。
・霊界サイドからは、地上人が救いに至る高い方向性は示すが、それを実践に移すかどうかについては直接的な干渉は一切しない。
・この世の宗教組織や会社などのように一方的に命令し、強制的にノルマを課すようなことはない。示された目標に向かって努力し、霊的宝を得るかどうかは、すべて本人の自由意志に委ねられる。
・その意味で全くの「無干渉主義・自由放任主義」。

・同時に、自らの選択した行為の結果については、自分自身ですべて責任を負わなければならないということを意味する。
・最高の救いの道が示されたにもかかわらず、邪な思いや利己的な思いからそれを無視するならば「神の摂理」によっていつかは、その間違いに対する償いをしなければならなくなる。⇒後悔や苦。

・スピリチュアリズムは「魂の成長に関するすべての責任は自分自身で負う」というきわめて厳しい「自己責任主義」。

・スピリチュアリズムの霊的真理は「最高の救い」に至る道を示すが、それを実行して救いを手にするかどうかは、本人次第
・すなわち「自己の救いは、すべて自分自身でなす」ということ。

・神や霊界から高級霊が手を差し伸べて救ってくれるようなことも､心優しい地上人や威厳を持った教祖が自分の罪を許し引き上げ救ってくれるというようなこともない。自分で自分を救うしかない。
・きわめて徹底した「自力救済主義」。神や霊、他人による“他力救済”は間違い。キリスト教の贖罪思想も全くの間違い。

・同時に他人の霊的成長に対しては、誰も責任を負うことはない。「霊的成長」とは、最終的には、すべて一人一人の問題となる。
・スピリチュアリズムは地球人類救済のための霊界を挙げての大プロジェクトだが、その進展は地上人それぞれの努力を通じてなされていくもの

・こうした完全な「自己責任主義・自力救済主義」という点で、スピリチュアリズムは他の宗教と一線を画している。その厳しさにおいて、群を抜いている。

（３）徹底した内面主義的信仰 

・スピリチュアリズムは､霊界において常識となっている｢神と神の摂理への崇拝」という宗教を地上にもたらそうとするプロジェクト。
・霊界にいる億万の高級霊達は皆､神への絶対的な信仰を持っている。
・私達地上人の感覚からするならば、霊界人は残らず敬虔な信仰者。
・シルバーバーチは毎回の交霊会を、祈りで始め、祈りで終えている。私達に対して、祈ることの重要性を繰り返し述べている。
・スピリチュアリストは、常に自分自身に厳しく、純粋で内省的な信仰を求める「内面主義者・内省主義者」。

・神はもちろんのこと、霊界の人々の前にすべてが知られているということが実感できるようになると、人はおのずと自分の考え方や行為を正しいものにしようと努めるようになる。霊的真理にそったものにしようと心がけるようになる。霊界との関係が密接になればなるほど、より内面的・内省的にならざるをえなくなる。
・地上人を内面主義・内省主義に仕向ける、もう一つの理由は“死後の審判”についての内容である。この霊界の事実が分かるようになると、人目に隠れて不正を行うということができなくなる。
・死後の霊界では、地上時代のすべての言動が白日の下にさらけ出され、自ら直視させられることになるから。そこでは地上時代の不正や悪事のすべてが周りの人々に知られ、言い逃れできないような状況に立たされることになる。こうした形で霊界入りの直後、地上人生の細部にわたる反省が促されることになる。これが“死後の審判”と言われてきたものの実際である。人間は死後、このようなプロセスを通じて地上時代の隠し事や不純な動機から出た自らの不正を突きつけられ、「自分で自分を裁く」ことになる。

・以上のような事実がスピリチュアリズムによって明らかにされているために、地上で人を騙したり、外面だけを取り繕ったりすることの愚かしさが実感できるようになる。
・利己的に生きること、私利私欲に走ることが決して得をする在り方ではなく、それどころかたいへんなマイナスの結果をもたらすことが強烈な実感をともなって迫ってくるようになる。
・「正直に人生を歩む」―それが最も賢明な生き方であることが強く自覚できるようになる。

・こうした理由から、「深い内省主義」がしっかりと根付く。

（４）霊的視野の重要性と、霊的楽天主義――スピリチュアリズムは霊的視野から地上世界を眺める 

・霊界までを包括した「霊的視野」という広い視点に立って地上人生を眺めるようになると､地上でのさまざまな問題は、実に取るに足りない小さなものになってしまう。
・霊的視野を持つことによって、最高のポジティブシンキング・霊的楽天主義が可能となる。
・いったん「霊的楽天主義」が身につくと、とかく人間が陥りがちな取り越し苦労や不必要な恐れ・悩みから解放されるようになる。すべての出来事を、自分の霊的成長にとって善いものと受け止められるようになる。
・地上人生において遭遇するあらゆる出来事は、自分の霊的成長にとってふさわしいものであり、ベストの道が展開していくのだと考え、悠然と人生に臨むことができるようになる。
・大半の地上人にとって、愛する人との死別は最大の不幸であり悲劇である。しかし､“死”は、単なる自然現象の一つにすぎない。
・真の愛情で結ばれた者同士の関係は、いっそう密接になる。したがって身近な人間との死別は、｢愛する人が物質や肉体の束縛から解放されて幸せになる祝福すべき時｣と考えればよい。
・スピリチュアリズムは自分の死を喜び、愛する人との死別を新しい人生の門出として祝福する。
・霊的視野によってもたらされる「霊的楽天主義」のもう一つの実例は、苦しみ・困難への対処の仕方である。
・これまで人類は、地上人生の苦しみ・困難を不幸とのみとらえ、それが取り除かれることが救いであると考えてきた。
・多くの人々が“救いの道”を宗教に求めてきた。神の力や奇跡にすがって苦しみを取り除き、不幸をなくそうとしてきた。
・しかしスピリチュアリズムは、苦難は、その人間の霊的成長を妨げてきた「カルマ」を清算するための必要なプロセスであり、人間の魂と精神を鍛えて「霊的成長」を促すことになる、ありがたいものと見なす。
・地上世界は霊界での生活に備えて魂を訓練する場所であり、しかもそこに住むのはほんの一時のことである以上、苦しみの体験をむしろ歓迎する。
・スピリチュアリズムは、霊界の高くて広い視点から地上世界を眺めるために、楽天的なとらえ方をすることができる。

（５）霊界の霊達との密接な関係 

・地上人がスピリチュアリズムのために人生を捧げ、霊界の人々と一緒に働こうと決心するならば、霊界人は放っておくはずがない。
・一人の地上人に、霊が大挙して押し寄せるようなことになる。
・そして、その地上人を道具として最大限に用いてスピリチュアリズムを推し進めようとする。こうして地上のスピリチュアリストは、霊界の大軍団の一員として働くことになる。「霊界の道具」となったスピリチュアリストは、見た目には一人の人間であっても多くの霊達の力が結集されるため、何百・何千人分もの働きをする。
・地上には、このような形で霊界人とタイアップし、霊界からの協力と導きを受けられる宗教や宗教者はいない。唯一、スピリチュアリズムにおいてのみ可能となる。それはスピリチュアリストが、霊界を挙げての大プロジェクトの実情と目的を知っているからである。
・スピリチュアリズムは地上の宗教の中で最も霊界人と密接な関係にある。「霊界の霊達との密接度の違い」―これが他の宗教と比べたときのスピリチュアリズムの際立った特徴の一つである。
・スピリチュアリストとは、真っ先に霊的真理を受け入れた地上人ということだけではなく、霊界の霊達の地上の道具として、ともにスピリチュアリズムを進めていく使命を担っている。
・スピリチュアリストには、自ら志願して霊界の道具となることが求められている。それを通じて、地上人として最高の人類への貢献ができるようになる。何も自分の力に頼って、がむしゃらに働こうとする必要はなくリラックスして自らをより良い道具、霊達が使いやすい道具とするように専念すればよい。それにより最高の利他愛の実践・最高の人類愛の実践が可能となる。
・道具意識の素晴らしさは､自分の力を超えた人類への奉仕・利他愛の実践が可能になるということだけではなく､私達の心を徹底して謙虚にしてくれる｡“謙虚さ”は霊的成長にとって不可欠な要素。
・世の中の大半の人々は自我を大切にし､自己主張に走るが、それが結局、本人の心にエゴと利己心を増幅させることになっている。
・道具意識は謙虚さをもたらし、心から醜い利己性や低俗な自己主張を取り除き、霊的成長をスムーズに促してくれる。
・「純粋な道具意識」は、地上人に大きな霊的恩恵をもたらす。
・守護霊は教師として私達の霊的指導に係わっているだけではなく、神の代理者として、私達地上人を「神の愛（純粋な利他愛）」で愛してくれている。その愛は、地上の肉親の献身的な愛よりも深くて広いものである。自分のすべてを与え尽くし、一切の見返りを期待しない純粋な利他愛なのである。
・これまでの人生で、私達を最も深く愛してくれたのは肉親ではなく、実はこの守護霊だったのである。
・誰もがそうした守護霊の愛と導きを得て地上人生を送っているが、その最大の援助者の存在に気づいている人はほとんどいない。
・大半の地上人が、最も身近で親しい関係にある守護霊について知らないまま「自分は誰にも理解されず、愛されることもなく独りぼっちである」と錯覚している。
・私達のすぐ傍に守護霊がいて、真実の愛で包んでくれている事実を知ることができるなら、その瞬間に孤独感や疎外感は消し飛ぶ。

・スピリチュアリズムは、こうした地上人と守護霊との密接な関係を繰り返し強調している。地上人が守護霊の現実の姿を知ってその愛に感謝し、自ら接近を図るとき、守護霊からの働きかけと導きはずっと強力になる。地上人と守護霊を結ぶ霊的パイプは、さらに太くて強いものになる。
・その結果、地上人は霊界からの影響力とエネルギーをストレートに受けられるようになる。
・地上人が守護霊に近づく努力をする必要性を訴えている、祈りや瞑想は、地上人と守護霊の霊的絆を強化するうえで大きな意味を持っている。地上人と霊界人の関係を強化するために“祈り”は、とても大切なものなのである。

（６）祈りの大切さ 

・スピリチュアリズムは、祈りの重要性を繰り返し強調している。
・祈りが、多くの霊的恩恵を地上人にもたらすから。
・祈りは地上人が考える以上に、霊的影響力が大きいもの
１つ目の祈りの効用
・祈りによって霊的成長が促される。
・祈りや瞑想は、地上人を支配している肉的意識・物質的意識を一時的に中断させ、霊的意識を取り戻させる。
・日常の喧騒から身を引いて一人になり目を閉じると、自動的に物質世界の感覚が遮断され、霊的世界に意識が向くようになる。
・「肉主霊従（物質的意識中心）」⇒心が「霊主肉従（霊的意識中心）」になり、心は本来の状態を取り戻し息抜きができる。
・そうなると霊的エネルギーを取り入れられるようになり、それにつれて霊中心性が高まり、霊界の高次の波動に魂を合わせ、高級霊からのインスピレーションを受けやすくなる。
・祈りの実践を続けることによって、地上人は肉体を持ちながらも短時間に高い心境に至ることができるようになり、日常生活における霊的コントロールが容易になる。
・霊的エネルギーを必要に応じて取り入れられるようになり、利他愛実践の意欲を常に保てるようになる。

２つ目の祈りの効用
・「守護霊との一体化が促され、より多くの利他愛実践のチャンスが与えられるようになる」。
・祈りによって霊界の霊との関係が密接になり、たくさんのエネルギーと導き・援助が得られるようになり、その結果霊の道具としてさらなる貢献の場が与えられ、大きな働きができるようになる。

祈りが正しいものとなるための二つの条件
・１つ目の条件
・「祈りが正しい対象に向けてのものである」。
・すなわち正しい祈りとは、「大霊である“神”に向けての語りかけ､働きかけ」。
・祈りの対象は、唯一の神、大霊の他にはない。
例えばイエスや宗教の教祖、背後霊や天使・神々といったものに向けての祈りは間違い
・この意味で神道などの多神教における祈りは間違いであり、ひいてはその信仰自体が的外れの行為となる。
・２つ目の条件
・「祈りの内容が正しい」。
・神に向けての祈りの言葉が、摂理と真理に合致したものになっている。人間の身勝手な願い事、摂理を無視した一方的な願い事は、本当の祈りではない。
・苦しみ・困難に対しては――
「御心ならば取り除いてください。この苦しみが必要なものであるなら喜んで受け入れますので、どうか耐える力を与えてください」と祈るべき。
・マナー違反の祈りをしないようにする一方で、摂理に合った祈りを積極的にする。
摂理に合った祈り・真理にそった祈り
・「自分の霊的成長を願うこと」
・「弱い自分の心を強くしてほしいと願うこと」
・「霊主肉従の力を与えて清らかな心を持てるようにしてほしいと願うこと」
・「もっと利他愛実践のチャンス・奉仕のチャンスを与えてくれるように、人類のために自分を道具として活用してくれるように、自分を犠牲にしてくれるようにと願い出ること」。
・祈りは、最も純粋な霊的行為・信仰実践の一つ。
・霊的な親である神の前に心を解き放ち、最も深い霊的次元で触れ合う厳粛な一時なのである。
・祈りには、常に最高の誠意が要求される。
・誠意があって初めて、神の前に出ても恥ずかしくないということになり、“祈る資格”が与えられるようになる。
・その誠意とは、常日頃から霊的真理にそった実践を心がけているということ。そうした人であってこそ、神の前に「もっと自分の心を高めてください」と祈ることができる。
・常に醜い自分の心との闘いをしている人のみが、「もっと自分の心を清めてください」と祈ることができる。苦しみ・困難から逃げることなく堂々と立ち向かう人であってこそ、「耐える力を与えてください」と祈ることができる。
・絶えず他人や人類への奉仕に励んでいる人であってこそ、神に向かって「もっともっと奉仕のチャンスを与えてください」と願い出ることが許されるようになる。

４．スピリチュアリズムの問題点と今後の展開 
（１）心霊現象――心霊現象は、脇役 

・スピリチュアリズムは、愛する人との死別の悲しみが「交霊会」によって慰められることの意義を、認めてはいる。
・しかしその交霊会は、どこまでも本物の霊からの通信が前提
・世間には、心霊現象に異常な関心を寄せる人が多くいる。
・大切なのは心霊現象ではなく「霊的真理」であり、その実践
・霊的真理は実践を前提として霊界から与えられるものであり、地上人は真理の実践を通じて霊的成長を達成することができる。
・肝心な目的（霊的成長）に意識が向いていかないのは、ひとえにその人間の霊的未熟性に他ならない。

・どこまでも実践を通じて地上人の心（魂）を高め、霊的成長をもたらすこと以外にない。
・21世紀、これまでの心霊現象から「霊的教訓」へ、好奇心から「純粋な信仰実践」へという新たな時代に入ろうとしている。

（２）抱える諸問題 

・1848年、スピリチュアリズムが地上世界に展開を始めた当初より、スピリチュアリズムはキリスト教という伝統宗教や唯物主義者から多くの迫害・妨害を受けてきた。
・しかし霊界の大軍団を背景にしたスピリチュアリズムは、そうした反対者の迫害・妨害の中で着々と勢力を拡大してきた。
・現在ではスピリチュアリズムは、もはや後退することのない確固たる霊的態勢を確立するに至っている。
・今後のスピリチュアリズム展開の勝利は、揺らぐことのない確実なものとなっている。今しばらくは、反対勢力による妨害は続くが、それも時間とともに消滅していく。
・常に霊界から地上に向けて強力な働きかけが休むことなく続けられているため、反対勢力によって今後のスピリチュアリズムが決定的に困った事態に至るようなことはない。（？）
・霊界からの働きかけを阻止することのできる勢力は、もはや地球上には存在しない。
・あるとすればスピリチュアリズム内部の敵（？）
・スピリチュアリズムは、人類史上最高の理想と真理をもたらした。
・しかしスピリチュアリズムを受け入れたといっても、一人一人の霊性は異なる。
・真理の理解のレベル、取り組む姿勢、真剣さ・純粋さも、それぞれ違っている。さらには肉体を持っているがゆえに、煩悩（利己性）が地上人の心を絶えず低い方向へ引きずり下ろそうとする。
（３）今後の展開 

・スピリチュアリズムの地上世界への働きかけは「霊的真理の普及」を一番の目的としているが、霊的真理が受容されるための霊的環境づくり・地ならしのための働きかけも同時に進められている。
・宗教界は言うまでもなく、政治・経済・科学・教育などの分野に向けても、霊界からの働きかけがなされている。また先進国だけでなくすべての国々に対して、その国家の霊的進化に見合った最大限の影響力が行使されている。
・そうした霊界からの働きかけは、時には人々が全く気がつかない中で行われ、インスピレーションによって直接地上人の心にメッセージを届けるという形で進められていく。
・大半の地上人が“スピリチュアリズム”という名前を知らないところで、霊界からの影響力がじわじわと広がっていくことになる。

・霊界からの働きかけは、不平等な身分制度の改革、貧富の較差の是正、人種差別や男女差別の撤廃といった方面にも向けられ、社会改革運動を展開させることになる。
・アメリカのニューエイジ運動、日本の精神世界や霊的世界を求める動きも、すべて霊界からの導きによって起こされたものである。

・今、地球上は霊界を挙げてのスピリチュアリズム運動によって、根本的な変化を遂げ、時間の経過とともに「霊的真理」は世界中に普及し、スピリチュアリズムはさらに大きな影響力を持つようになっていく。
・今後、地球上では「霊的真理」を正しく理解し、それを実践する本物のスピリチュアリストが確実に増えていく。
・高級霊が願ってきた“本物のスピリチュアリズム”が、この地球上に定着していくようになる。
・これからの時代には、初めから高い霊性を備えた人間が次々と誕生し、地球の霊的浄化に大きな先導役を果たすことになる。
・本物のスピリチュアリストの数が増えることによって、霊界からのさらなる応援を引き出し、地球人類は進歩していくことになる。
・霊界の力を背景にしたスピリチュアリストの献身的な奉仕活動を通じて、地球の霊的浄化は進んでいく。何百年か先の遠い将来には、地球人類の過半数がスピリチュアリストとなる時代がやってくる。
・将来は、本物のスピリチュアリストの増加とともに、地球全体・地球人類全体の霊性レベルがアップしていく。
・それにともない霊的真理が地球人類の共通の考え方になっていく。
・高次のスピリチュアリズムが地上世界の中心の座を占め、スピリチュアリズム的思考が人々の常識となっていく。

・当然、これまで地球人類を支配してきた物質中心主義やエゴイズムは姿を消し、人々を霊的牢獄の中に閉じ込めてきた地上の大半の宗教も姿を消すことになる。
・スピリチュアリズムの普及は、地球上の宗教と宗教組織を、自動的に消滅させることになる。
・何百年か後には、「霊的真理」は地球人類の常識となり、「霊的真理の実践」が当たり前の生き方となる。
・そうなったとき、高級霊達の「地球人類救済」という目的が達成されることになる。
・地球人類がお互いを霊的同胞として愛し合い、神を中心とする霊的家族として助け合う世界が実現することになる。
５．超宗教・超高次元宗教としてのスピリチュアリズムの本質と特徴（まとめ）
（１）スピリチュアリズムとスピリチュアリスト 

・スピリチュアリズムを一言で言うならば―「霊界の高級霊によって計画され進められている人類史上最大の救済プロジェクト」。
・地上世界では、1848年のフォックス家事件から展開。

・一番の原点は―「霊界の高級霊による組織的な救済計画」
・すべては、霊界から出発し､霊界の高級霊を総動員しての大計画である以上､スピリチュアリズムと係わりのない高級霊は存在しない。

・スピリチュアリズムの最大の目標は、「霊的真理」の伝達と地球人類の「霊的成長」

・第一の目標は「地上に霊的真理もたらす」
・地球人類は「霊的無知」から、物質主義・利己主義という２つのガンを発生させ、悲劇と不幸の暗黒の世界をつくり出した。

・霊界の高級霊達は、そうした地球人類に霊的真理を伝えることによって「霊中心主義」、「利他主義」に変え、霊的成長の道を歩ませようとする。
・そして地上にいる間に、霊界での生活のための準備をさせ、他界してから後悔や苦悩を持つことがないようにさせたいと願っている。
・地上人に「霊的成長」という最高の霊的宝と救いをもたらした。

・霊界人が総力を挙げての働きかけによって、地上世界は徐々に霊的に新生してきた。そしてこれまで多くの宗教によって予言されてきた「新しい世界の到来」の時期を迎えることになった。
・ニューエイジとかキリストの再臨と言われてきたことは、実はスピリチュアリズムによる「地球規模での霊的新生」を意味していた。

・今、地球は「人類史上最大の転換期」を迎えている。
・これまで細々と進められてきた地球人類の霊性進化の歩みが、スピリチュアリズムによって一気に大きく飛躍する時を迎えている。
・スピリチュアリズムが地球上に普及することによって遠い将来には、神を共通の霊的親とする「霊的大家族世界」―すなわち「霊的同胞世界」が確立することになる。
・今、地球はその理想世界に向けて第一歩を踏み出したところ
・スピリチュアリズムの本質は、その宗教性にある。
・単なる学問や思想や哲学ではなく、正真正銘の宗教であるが、その一方で、従来のいずれの宗教とも異なっている。
・これまでの地上の宗教を基準とした場合、スピリチュアリズムの宗教的内容や要素（組織・創始者・布教）は根本的に違っている。
・まさにスピリチュアリズムは「超宗教・高次元宗教」。
・それは、霊界人の間で常識となっている唯一の神認識・摂理信仰を、そのまま地上世界にもたらそうとするものだから。
・霊界には地上世界のような宗教はないが、そこではきわめて純粋な信仰生活が営まれている。そうした霊界人に共通する宗教的生き方・信仰的生き方が、まさにスピリチュアリズムそのもの。
・スピリチュアリズムを信奉者を“スピリチュアリスト”と呼ぶ。
・スピリチュアリストとは、霊界の大プロジェクトによってもたらされた「霊的真理」と真っ先に出会い、それを人生の指針として受け入れた人々。
・スピリチュアリストは、大半の人々が知ることのない知識を手にしているということにおいて、特別な霊的責任・霊的義務が背負わされている。スピリチュアリストは、一般の人々や他の宗教の信仰者とは区別される。
・「霊的真理を他人に伝え、霊的事実に基づいた霊的救いを示すことができるのはスピリチュアリストだけである」
・スピリチュアリスト以外の人々は、たとえ霊性が優れ、純粋な利他的行為に励んでいても、周りの人々に霊的知識・霊的救いの道を示すスピリチュアリストとは違っている。
・シルバーバーチは「私は自分自身をスピリチュアリストとは思っていません」と言っている。
「神の子」イコール「スピリチュアリスト」の定義は、霊界人にはそのまま当てはまるが、地上人に適用することはできない。
なぜならその定義に従うならば、スピリチュアリズムを迫害し、高級霊からスピリチュアリズムの敵と名指しされてきたクリスチャンも、スピリチュアリストになってしまうから。（？）
このシルバーバーチの言葉は、「霊的摂理にそった生き方こそが問題で､レッテル(呼称)などはどちらでもいい」ということを強調｡
・要は、「霊的真理」を真っ先に知っているということの重要性と意義を自覚しているかどうかが肝心な点であり、真理を知っている人間をスピリチュアリストと呼ぼうが別の呼び方をしようが、本質的な問題ではない。
・幽界の下層にいる地縛霊を除き、霊界にいる億万の霊達の中でスピリチュアリズム(霊的真理)を信仰していない者はいない。
・地上時代はスピリチュアリズムを知らなかった人間も、地上時代にスピリチュアリズムに反する主張をしてきた宗教者も、霊界に入ってからは考えを改め、全員がスピリチュアリストに生まれ変わる。
・すべての霊界人は“スピリチュアリスト”
・スピリチュアリズムで言う「霊的真理」とは、神の摂理のことである。「神の摂理」は、すべての人間を支配している。
・その真理を受け入れ忠実に実践しようとする人間は皆、スピリチュアリストということになる。これがその広義である
（２）超宗教としてのスピリチュアリズムの特徴
特徴１
・“教祖”がいない。“人間崇拝”を徹底して排除
特徴２
・地上の宗教のような“宗教組織”をつくらない。
・魂の成長を目的とした少人数のサークルやチャーチが存在するが、魂の成長は最終的には一人一人の問題に帰着するので必要ではない。
特徴３
・“主役”は霊界にいる高級霊。真の権威者は神と霊界の高級霊達。
・地上のスピリチュアリストは、主役である霊界の高級霊達の補助者、あるいは“道具”としての役割を果たす。
特徴４・「霊的時期」のきた地上人の一人一人に霊的真理が手渡されるという形で普及・拡大していくようになる。
・「霊的真理」を受け入れられる時期のきた人は、霊界の導きによって真理との出会いを果たすようになり、がむしゃらに布教は不要。特徴５
・土台となる「霊的真理」は、人類史上最高レベルの叡智・知識で、しかも誰にでも理解できるシンプルで分かりやすいもの。
・霊的真理が優れているのは、その内容が霊界の高級霊によって審議されたもので、用意周到な準備の元で地上に降ろされた結果、霊界に蓄積された霊的知識が、純粋な形で地上にもたらされるから。
・そうした高級霊界通信の中で、『シルバーバーチの霊訓』モーゼスの『霊訓』カルデックの『霊の書』の“世界三大霊訓”は、人類にとっての最高の叡智・霊的宝と言える。
特徴６
・神と摂理に対する純粋な信仰であり、生活のすべてを捧げた真剣な霊的人生、霊的真理・霊的事実という霊的知識を土台とし、その上に信仰的要素（神と摂理への絶対信仰）を積み上げたものの全体が“スピリチュアリズム”と言える。
特徴７
・信仰対象は、「唯一の神（大霊）」と神の造られた「摂理」だけ。
・それ以外の対象物を崇拝したり、祈りの対象としたりすべきではない。霊的存在（守護霊・人霊・精霊）への崇拝等は間違い。
特徴８
・徹底した「霊優位主義・霊中心主義」。
・スピリチュアリズムの視点・価値観・救いは、すべて「霊と霊界」を基準としており、霊を優先（中心）としないものは一切価値無し。
特徴９
・「霊的真理」を指針とする霊性の向上（霊的成長）が最終的目標。
・徹底した「霊的成長至上主義」
・日常生活の一つ一つの営みを、霊的成長にプラスとなるものにしなければならない。
特徴１０
・地上人類に「最高の救い」をもたらす。救いとは、「霊的成長」
・地上における霊的成長は、人間が将来必ず行くことになる霊界への準備ともなる。それは霊界における幸福に直結する霊的宝。
特徴１１
・地上人の一人一人に対して「霊的成長」という最高の救いをもたらす。地上人類全体に対しては、神を共通の霊的親とする「霊的同胞世界・霊的大家族世界」という救いをもたらす。
特徴１２
・霊的真理の実践を重視する「実践主義」。
・霊的真理を指針とし、それを実行し、霊的成長をなすという一連のプロセスが満たされて、初めて真理を知ったことの責任と義務を果たしたことになる。実践なくして、霊的成長はあり得ない。
・地上を「失敗から教訓を学ぶ訓練場所」と見なしている。
霊的真理の具体的な実践内容　　―　次の４つ
①日常生活を霊中心にし、物質や肉体本能に支配されない 。
②利他愛を実行する 。
③霊的真理を他人に伝える 。
④日常生活の中で生じる困難や苦しみを、霊的視野に立って前向きに受け入れ、乗り越える。 
特徴１３
・「自己責任主義・自力救済主義」。
・霊界人は高い真理を示すが、それを忠実に実践し、魂を成長させるかどうかは地上人の自由意志に任せられる。・霊的真理の実践によって魂を成長させ、初めて自分を救うことになる以上、すべての救いは本人自身が決定し、自分の努力で摂理に合った生き方をすることによってもたらされる。
特徴１４
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・地上人の心の中を見通す神と高級霊の前に、すべての動機を正して歩むという最高の誠実性が要求される「内面主義・内省主義」。
・霊界からは地上人の心の内や動機がすべて見通しである。
・真理に対する理解が深まると、霊の前には自分が常に丸裸であり、何ひとつ隠し事ができないことを自然と実感させられる。
特徴１５
・地上世界のあらゆる出来事を「霊的視野」から眺める。
・地上人が最大の不幸と考える“死”を、喜ばしい出来事ととらえ、地上人の誰もが避けようとする苦しみ・困難も、魂成長のためのありがたいものと考える。
・人間が地上に生まれる目的の一つに、物質世界での苦難を通じて魂を鍛え成長させることがある。苦しみ・困難を歓迎しなさいと教える。「霊的視野」を持つことによって「霊的楽天主義」的な生き方・考え方ができ､地上世界にありながら、霊的生活ができていく。特徴１６
・霊界の霊達と密接な関係を結ぶようになる。
・霊界の人々と地上のスピリチュアリストは「人類救済」という大義を共有し願いと苦労を分かち合っている。⇒大プロジェクト推進
・スピリチュアリズムは、人類救済のために働く数多くの霊達ばかりでなく、魂の個人教授とも言うべき“守護霊”に対しても意識を向け、積極的に接近を図る。⇒強い霊的絆で守護霊と結ばれる
特徴１７
・“祈り”を霊的実践として重視する。
・祈りは霊との絆を強めより多くの霊的貢献のチャンスをもたらす。
・祈りは、霊的成長を達成するための有力な霊的手段。
特徴１８
・奇跡や物理的心霊現象を霊的真理普及の前段階・前座と見なす。
・霊的現象よりも人間の「霊的成長」、すなわち“心”という内面の成長こそが大切であり、それを真に価値あるものとする。
・現在ではかつての物理的心霊現象から「心霊治療（スピリチュアル・ヒーリング）」に移っている。
特徴１９
・今、霊的真理の普及を目標として、霊界を挙げての“スピリチュアリズム運動”が展開しているが、それと同時に、人々が霊的真理を受け入れるための準備として、地球上のさまざまな分野に向けての働きかけがなされている。
特徴２０
・「霊的真理」が普及していくための裾野が、地球レベルで広がっている。
特徴２1
・現在、内外にさまざまな問題（＊伝統宗教からの迫害妨害・スピリチュアリズム内部の敵・ニセ霊能者の問題など）を抱えているが、それらは今後、スピリチュアリズムが高次元レベルで展開・進展していくにともない、自然に消滅していく。
・スピリチュアリズムによって示された「霊的真理」は将来、地球上に拡大し、地球人類の“常識”となっていく。
・そして自動的に現在の宗教は姿を消すことになる。
http://www5a.biglobe.ne.jp/~spk/about_sp/sp-religion/index.htm
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　知多クリック内http://www.chitac.com/　
